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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性基体上に少なくとも感光層を有する電子写真感光体において、該感光層が電荷発
生層と電荷輸送層とを有する積層型であり、前記電荷輸送層はポリアリレート樹脂を含み
、前記電荷発生層は、少なくともフタロシアニン化合物と、下記式（１）で表されるビス
アゾ成分を有するアゾ化合物とを含むことを特徴とする電子写真感光体。

【化１】

【請求項２】
　フタロシアニン化合物が、チタニルフタロシアニンである請求項１に記載の電子写真感
光体。
【請求項３】
　チタニルフタロシアニンが、X線回折スペクトルのブラック角（２θ±０．２°）２７
．３°に回折ピークを示すオキシチタニウムフタロシアニン，または，（２θ±０．２°
）９．３°，１３．２°，２６．２°，および２７．１°に回折ピークを示すオキシチタ
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ニウムフタロシアニンである請求項２に記載の電子写真感光体。
【請求項４】
　アゾ化合物が、下記式（２）で表されるカップラー成分のうち少なくとも１つを有する
ものである請求項１～３のいずれかに記載の電子写真感光体。
【化２】

（一般式（２）のカップラー成分群は置換基を有していても良い）
【請求項５】
　ポリアリレート樹脂が、下記一般式（３）で表される繰り返し単位を有するものである
、請求項１～４のいずれかに記載の電子写真感光体。

【化３】

（一般式（３）において、Ｘは、直接結合または２価の連結基を表し、Ａ、Ｂ及びＣは、
それぞれ１～４個の置換基を有していてもよいベンゼン環を表す）
【請求項６】
　一般式（３）において、Ｘが置換基を有しても良いメチレン基、Ａ及びＢがそれぞれ少
なくとも１つのメチル基を有するベンゼン環、Ｃが無置換のベンゼン環である、請求項５
に記載の電子写真感光体。
【請求項７】
　ポリアリレート樹脂が、下記式（４）で表される繰り返し単位を有するものである、請
求項６に記載の電子写真感光体。
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【化４】

【請求項８】
　上記式（４）で表されるポリアリレート樹脂が、該樹脂を構成する酸成分中、テレフタ
ル酸成分のモル分率が、他の酸成分のモル分率より多いものである請求項７に記載の電子
写真感光体。
【請求項９】
　少なくともフタロシアニン化合物を含む２種以上の有機顔料を分散してなる塗布液を用
いて感光層を形成することを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の電子写真感光体
の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は電子写真感光体に関する。詳しくは、電気特性及び機械特性に優れた電子写真感
光体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
電子写真技術は、即時性、高品質の画像が得られることなどから、従来の複写機だけにと
どまらず、各種プリンタ、ファクシミリなど幅広く使われている。　電子写真技術の中核
をなす感光体については、現在一部にアモルファスシリコン、砒素―セレン系などの無機
光導電材料が使われているが、主流は有機系感光体である。
【０００３】
有機系感光体としてはいくつかの層構成が考案されているが、電荷発生と電荷輸送の機能
を分離し電荷発生層、電荷輸送層を積層したいわゆる積層型感光体が、設計がやりやすい
、生産性が高い、より高性能な感光体が得られることなどから、精力的に研究・開発され
ており、現在では中高速の複写機やプリンタにまで使用範囲が広がっている。
【０００４】
しかしながら高速機用として使用するためには、電気特性的には光感度が不十分、残留電
位が高い、光応答性が悪い、更に繰り返し使用した場合帯電性が低下する、残留電位が蓄
積する、感度が変動する、低温で使用した場合、諸特性が悪化するなど種々の問題を抱え
ており、まだまだ十分な特性を有しているとはいえない。
【０００５】
その中でも、より高性能の感光体を開発することは、高速の複写機やプリンタ等に使用す
るためにも広く望まれている。
例えば、電荷輸送剤と結着樹脂とよりなる電荷輸送層を上層へ配設した感光体の場合には
、電荷輸送層表面へのトナーの付着、および現像剤や転写用紙と感光体表面との接触によ
る磨耗、傷の発生等の問題があり、そしてこれらの問題点を改善するものとして、電荷輸
送層における結着樹脂として、ポリカーボネート樹脂、ポリメチルメタクリレート樹脂等
を用いた例が数多く報告されているが、電子写真特性、耐久性の点で、いまだ問題があっ
た。
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【０００６】
そこで、この改良案として、ポリエステル樹脂を用いた感光体が種々報告されている。し
かしながら、特開平５－３４１５３９号、特開平７－１１４１９１号、特開平８－１１０
６４６号各公報等で例示されているポリエステル樹脂を用いた感光体は、耐オゾン性に劣
るという欠点がある。
また、特開平９－１２７７１１号、特開平９－２２２７４３号各公報では、バインダーと
して、ポリカーボネートを使用した感光体において、電子写真装置内で、一回転目から画
像を形成させるために、一回転目のＶ０低下を防ぐ手段として、フタロシアニンとアゾ顔
料を混合して使用する技術が開示されているが、露光に使用するレーザー波長に対して感
度の無いアゾ顔料を混合しているため、感度悪化が起こるという問題を抱えていた。
【０００７】
さらに、特開平３－３７６６７号公報では、バインダーとしてポリカーボネートを使用し
た感光体において、フタロシアニンとアゾ顔料を混合した例が示されており、感度の低い
ビスアゾ顔料に対し、フタロシアニンを併用させることにより、ビスアゾ顔料を単独で使
用するより感度を向上できた由報告されているが、フタロシアニン単独系の電気特性の改
良には至っていない。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明者等は、機械特性改良のため、感光層のバインダー樹脂としてポリアリレート樹脂
を用い、電化発生剤としてフタロシアニンを用いた電子写真感光体について研究を進めて
いた。
フタロシアニンには、色々な無金属、金属含有、結晶型を有するものが報告されているが
、製造されるフタロシアニンの電気特性の改良は非常に困難であった。
【０００９】
また、レーザー露光する感光体において、システム改良の為、露光波長に吸収のない電荷
発生剤の添加を行った系では、感度悪化が問題となっており、この改善が求められていた
。
本発明の目的は、上記実情に鑑みて為されたものであり、その目的は、高感度で且つ優れ
た電気特性及び機械的物性を有する電子写真感光体を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、上記課題を解決するために鋭意検討を行った結果、感光層のバインダー樹
脂として、強度の高いポリアリレート樹脂を使用することにより、耐摩擦性、トナーフイ
ルミング性等の機械的耐久性を向上させた上で、電荷発生剤として、フタロシアニンを含
む２種以上の有機顔料を用いることにより、それぞれの有機顔料を単独使用するよりも格
段に優れた感度を発現することができ、結果的に帯電性、感度等の経時的劣化を減少させ
ることのできる電子写真感光体が得られる、つまり、帯電性、感度等の電気的耐久性と、
耐摩擦性、トナーフイルミング性等の機械的耐久性を同時に満足する電子写真感光体を得
られることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１１】
　即ち本発明の要旨は、導電性基体上に少なくとも感光層を有する電子写真感光体におい
て、該感光層が電荷発生層と電荷輸送層とを有する積層型であり、前記電荷輸送層はポリ
アリレート樹脂を含み、前記電荷発生層は、少なくともフタロシアニン化合物と、後述の
式（１）で表されるビスアゾ成分を有するアゾ化合物とを含むことを特徴とする電子写真
感光体、に存する。
【００１２】
【発明の実施の形態】
＜導電性支持体＞
本発明の対象とする電子写真感光体は、少なくとも感光層は導電性支持体上に設けられた
構造を有する。
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感光層が形成される導電性支持体としては周知の電子写真感光体に採用されているものが
いずれも使用できる。
【００１３】
具体的には例えばアルミニウム、ステンレス鋼、銅、ニッケル等の金属材料からなるドラ
ム、シートあるいはこれらの金属箔のラミネート物、蒸着物、あるいは表面にアルミニウ
ム、銅、パラジウム、酸化すず、酸化インジウム等の導電性層を設けたポリエステルフィ
ルム、紙等の絶縁性支持体が挙げられる。更に、金属粉末、カーボンブラック、ヨウ化銅
、高分子電解質等の導電性物質を適当なバインダーとともに塗布して導電処理したプラス
チックフィルム、プラスチックドラム、紙、紙管等が挙げられる。また、金属粉末、カー
ボンブラック、炭素繊維等の導電性物質を含有し、導電性となったプラスチックのシート
やドラムが挙げられる。又、酸化スズ、酸化インジウム等の導電性金属酸化物で導電処理
したプラスチックフィルムやベルトが挙げられる。
【００１４】
なかでもアルミニウム等の金属のエンドレスパイプが好ましい支持体である。導電性支持
体と感光層との間には通常使用されるような公知のバリアー層が設けられていてもよい。
バリアー層としては、例えばアルミニウム陽極酸化被膜、酸化アルミニウム、水酸化アル
ミニウム等の無機層、ポリビニルアルコール、カゼイン、ポリビニルピロリドン、ポリア
クリル酸、セルロース類、ゼラチン、デンプン、ポリウレタン、ポリイミド、ポリアミド
などの有機層が使用される。
【００１５】
有機層をバリアー層として用いる場合には単独あるいはチタニア、アルミナ、シリカ、酸
化ジルコニウム等の金属酸化物あるいは銅、銀、アルミニウム等の金属微粉末を分散させ
て用いてもよい。
これらのバリアー層の膜厚は適宜設定できるが、通常、０．０５～２０μm、好ましくは
０．１～１０μmの範囲である。
【００１６】
＜感光層＞
（１）層構成
感光層（光導電層）は、▲１▼電荷発生層、電荷輸送層をこの順に積層したもの、▲２▼
あるいは電荷発生層と電荷輸送層を逆に積層したもの、さらには▲３▼電荷輸送媒体中に
電荷発生物質を分散したいわゆる分散型などいずれも用いることができる。
【００１７】
具体的には，２種類以上の電荷発生材料を直接蒸着あるいはバインダーとの分散液として
塗布して電荷発生層を作成し，その上に電荷輸送物質をポリアリレートとともに溶解し，
その分散液を塗布することにより，電荷輸送層を作成してなる積層型感光体（上記▲１▼
）、電荷発生層と電荷輸送層の積層順序を前記と逆の構成としたもの（上記▲２▼）、あ
るいは電荷発生物質と電荷輸送物質とが，バインダー中に分散，溶解した状態で伝導性支
持体上に塗布された一層型感光体（上記▲３▼）であってもよい。これらの中でも積層型
感光体が電気特性の面から好ましい。
【００１８】
（２）バインダー樹脂
本発明の電子写真感光体は、その感光層を構成するバインダー樹脂として、ポリアリレー
ト樹脂を少なくとも１種使用する。
該ポリアリレート樹脂としては、下記一般式（３）を繰り返し単位として有するものが好
ましい。
【００１９】
【化５】
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【００２０】
一般式（３）において、Ｘは、直接結合または２価の連結基を表し、環Ａ、環Ｂ及び環Ｃ
は、ぞれぞれ１～４個の置換基を有していてもよいベンゼン環を表す。
環Ａ、環Ｂ及び環Ｃの置換基としては、各々独立に水素原子、炭素数１～６のアルキル基
、炭素数１～４のアルコキシル基、ハロゲン原子、ハロゲン化アルキル基、炭素数６～２
０の置換基を有していても良い芳香族基のいずれかが挙げられる。
【００２１】
炭素数１～６のアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イ
ソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、
ｎ－ペンチル基、ｓｅｃ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基等が挙げられ、炭素数１～４のア
ルコキシ基としては、例えばメトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｎ－ブトキシ
基等が挙げられる。またハロゲンには塩素原子、臭素原子、フッ素原子などが挙げられ、
ハロゲン化アルキル基としてはクロロメチル基、ジクロロメチル基、トリクロロメチル基
、トリフルオロメチル基等が挙げられる。置換基を有していても良い芳香族基には、フェ
ニル基、４－メチルフェニル基、ナフチル基等が挙げられる。
【００２２】
これらの中で、環Ａ及び環Ｂの置換基としては、好ましくは水素原子、メチル基およびフ
ェニル基であり、特に好ましくはメチル基が用いられる。また環Ａ及び環Ｂは、それぞれ
２個のメチル基をエステル基のオルト位に有するベンゼン環であるものが最も好ましい。
環Ｃは、製造上の点から、フェニレン基が好ましい。
【００２３】
Ｘとしては、単結合、下記一般式（５）、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＳＯ2－、－（
ＣＨ2）ｓ－（ｓは２～５の整数）等が挙げられる。
中でも両側のＡ，Ｂのベンゼン環と合わせて公知のビスフェノールを構成する成分である
ことが好ましいが、特に、下記一般式（５）で表される置換基を有していても良いメチレ
ン基が機械物性の点から好ましい。
【００２４】
【化６】

【００２５】
一般式（５）中、Ｒ1，Ｒ2はそれぞれ水素原子、置換基を有していても良い炭素数１～１
０のアルキル基又はアリール基、であり、Ｒ1とＲ2とが結合して環構造を形成しても良い
。
本発明に用いるポリアリレート樹脂としては、特に下記式（４）で表される繰り返し単位
を有するものが、電気特性、機械物性の点から好ましい。
【００２６】
【化７】
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【００２７】
また、本発明に用いられるポリアリレート樹脂は、その構成成分であるジカルボン酸成分
として、テレフタル酸成分が他のジカルボン酸成分より多いものであることが電気特性、
滑り性、耐刷性の点から好ましい。
（２）電荷発生物質
本発明においては、少なくともフタロシアニン化合物を含む２種以上の有機顔料を用いる
。
【００２８】
フタロシアニン化合物以外の有機顔料としては，ペリノン系顔料，チオインジゴ，キナク
リドン，ペリレン系顔料，アントラキノン系顔料，アゾ系顔料，ビスアゾ系顔料，トリス
アゾ系顔料，テトラキス系アゾ顔料，シアニン系顔料等が挙げられる。
更に，多環キノン，ピリリウム塩，チオピリリウム塩，インジゴ，アントアントロン，ピ
ラントロン等の各種有機顔料，染料が使用できる。
【００２９】
中でも無金属フタロシアニン，銅，塩化インジウム，塩化ガリウム，錫，オキシチタニウ
ム，亜鉛，バナジウム等の金属又は，その酸化物，塩化物の配位したフタロシアニン類と
、モノアゾ，ビスアゾ，トリスアゾ，ポリアゾ類等のアゾ顔料とを併用することが好まし
い。
本発明においては、金属含有及び／又は無金属フタロシアニンと、上記他の有機顔料とを
組み合わせ使用し、かつ、感光層のバインダー樹脂として前記一般式（３）で示されるポ
リアリレート樹脂を利用すると、レーザー光に対する感度が向上した感光体が得られる。
特に、感光層が少なくとも、電荷発生物質と電荷輸送物質とを含有する場合、電荷発生物
質として、X線回折スペクトルのブラック角（２θ±０．２°）２７．３°に回折ピーク
を示すオキシチタニウムフタロシアニン（Ｙ型），または，（２θ±０．２°）９．３°
，１３．２°，２６．２°，および２７．１°に回折ピークを示すオキシチタニウムフタ
ロシアニン，ブラッグ角2θ（±0.3゜）9.2、14.1、15.3、19.7、 27.1゜に回折ピークを
有するジヒドロキシシリコンフタロシアニン化合物、Ｘ線回折スペクトルのブラック角（
２θ±０．２°）８．５°，１２．２°，１３．８°，１６．９°，２２．４°，２８．
４°および３０．１°に主たる回折ピークを示すジクロロスズフタロシアニンを含有する
ことが好ましい。
【００３０】
フタロシアニン化合物と組み合わせる有機顔料としてはアゾ顔料が好ましいが、中でも好
ましいアゾ顔料のアゾ成分としては、以下の構造があげられる。
【００３１】
【化８】
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【００３２】
上記のビスアゾ成分のうち（ａ）で表されるものが電気特性の点から好ましい。
また、ビスアゾ顔料を構成する好ましいカップラーとしては、以下の構造があげられる。
【００３３】
【化９】

【００３４】
これらのアゾ成分、カップラーは置換基を有していても良く、左右非対称のアゾ顔料であ
る事は好ましい。
アゾ顔料としては、特開昭５４－７９６３２号、特開昭５４－１４５１４２号、特開昭５
５－１１７１５１号、特開昭５７－１７６０５５号、特開昭６３－１９２６２７号、特開
昭６３－２８２７４３号各公報等で公示されているビスアゾ顔料も、電気特性の面から好
ましく用いられる。
【００３５】
本発明において、フタロシアニン化合物に対する他の有機顔料の重量比は、通常、０．０
１～３、好ましくは０．１～１である。
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（３）電荷輸送物質
本発明において、感光層に用いられる電荷輸送物質は、公知のいずれの物も使用すること
ができるが、該電荷輸送物質のイオン化ポテンシャルＩＰが、
【００３６】
【数１】
４．７（ｅＶ）　＜　ＩＰ　＜　５．５（ｅＶ）
の範囲にあることは、電気特性の面から、好ましい。
また、該電荷輸送物質としては、その構造式中に、スチルベン、アリールアミン、及びブ
タジエン骨格の少なくとも一種を有する電荷輸送物質を含有することは好ましい。
【００３７】
以下の表－１に本発明の感光体に用いられる電荷輸送物質の具体例を示す。
【００３８】
【表１】
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【表２】
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【表３】
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【００４１】
（４）その他の添加剤
・染料色素
本発明において、場合により感光層に添加される染料色素としては、例えばメチルバイオ
レット、ブリリアントグリーン、クリスタルバイオレット等のトリフェニルメタン染料、
メチレンブルーなどのチアジン染料、キニザリン等のキノン染料及びシアニン染料やビリ
リウム塩、チアビリリウム塩、ベンゾビリリウム塩等が挙げられる。
【００４２】
・電子吸引性化合物
本発明において、場合により感光層に添加される電子吸引性化合物としては、例えばクロ
ラニル、２，３－ジクロロ－１，４－ナフトキノン、１－ニトロアントラキノン、１－ク
ロロ－５－ニトロアントラキノン、２－クロロアントラキノン、フェナントレンキノン等
のキノン類；４－ニトロベンズアルデヒド等のアルデヒド類；９－ベンゾイルアントラセ
ン、インダンジオン、３，５－ジニトロベンゾフェノン、２，４，７－トリニトロフルオ
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レノン、２，４，５，７－テトラニトロフルオレノン、３，３′，５，５′－テトラニト
ロベンゾフェノン等のケトン類；無水フタル酸、４－クロロナフタル酸無水物等の酸無水
物；テトラシアノエチレン、テレフタラルマロノニトリル、９－アントリルメチリデンマ
ロノニトリル、４－ニトロベンザルマロノニトリル、４－（ｐ－ニトロベンゾイルオキシ
）ベンザルマロノニトリル等のシアノ化合物；３－ベンザルフタリド、３－（α－シアノ
－ｐ－ニトロベンザル）フタリド、３－（α－シアノ－ｐ－ニトロベンザル）－４，５，
６，７－テトラクロロフタリド等のフタリド類等の電子吸引性化合物が挙げられる。
【００４３】
（５）感光層の形成方法
本発明の電子写真用感光体の感光層は成膜性、可撓性、機械的強度を向上させるために周
知の可塑剤を含有していてもよい。
その際、上記塗布液中に添加する可塑剤として、フタル酸エステル、りん酸エステル、エ
ポキシ化合物、塩素化パラフィン、塩素化脂肪酸エステル、メチルナフタレンなどの芳香
族化合物などが挙げられる。
【００４４】
積層型感光体の場合、アリールアミン系化合物を電荷輸送層中の電荷輸送材料として用い
る場合の塗布液は、前記組成のものでもよいが、光導電性粒子、染料色素、電子吸引性化
合物等は除くか、少量の添加でよい。
この場合の電荷発生層としては上記光導電性粒子と必要に応じバインダーポリマーや他の
有機光導電性物質、染料色素、電子吸引性化合物等の溶媒に溶解乃至分散させて得られる
塗布液を塗布乾燥した薄層、あるいは前記光導電性粒子を蒸着等の手段により製膜とした
層が挙げられる。
【００４５】
感光層の塗布方法としては、スプレー塗布法、スパイラル塗布法、リング塗布法、浸漬塗
布法等がある。
スプレー塗布法としては、エアスプレー、エアレススプレー、静電エアスプレー、静電エ
アレススプレー、回転霧化式静電スプレー、ホットスプレー、ホットエアレススプレー等
があるが、均一な膜厚を得るための微粒化度、付着効率等を考えると回転霧化式静電スプ
レーにおいて、再公表平１－８０５１９８号公報に開示されている搬送方法、すなわち円
筒状ワークを回転させながらその軸方向に間隔を開けることなく連続して搬送することに
より、総合的に高い付着効率で膜厚の均一性に優れた電子写真感光体を得ることができる
。
【００４６】
スパイラル塗布法としては、特開昭５２－１１９６５１号公報に開示されている注液塗布
機またはカーテン塗布機を用いた方法、特開平１－２３１９６６号公報に開示されている
微小開口部から塗料を筋状に連続して飛翔させる方法、特開平３－１９３１６１号公報に
開示されているマルチノズル体を用いた方法等がある。
【００４７】
また浸漬塗布法としては、一例として以下のような手順が挙げられる。
まず、電荷輸送物質（好ましくは前述の化合物）、バインダー、溶剤等を用い、全固形分
濃度が通常２５％以上、４０％以下、粘度が通常５０～３００センチポアーズ以下、好ま
しくは１００～２００センチポアーズ以下の電荷輸送層形成用の塗布液を調製する。
【００４８】
ここで実質的に塗布液の粘度はバインダーポリマーの種類及びその分子量により決まるが
、あまり分子量が低い場合にはポリマー自身の機械的強度が低下するためこれを損わない
程度の分子量を持つバインダーポリマーを使用することが好ましい。この様にして調整さ
れた塗布液を用いて浸漬塗布法により電荷輸送層が形成される。
【００４９】
その後塗膜を乾燥させ、必要且つ充分な乾燥が行われる様に乾燥温度時間を調整すると良
い。乾燥温度は、通常１００～２５０℃、好ましくは、１１０～１７０℃、さらに好まし
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くは、１２０～１４０℃の範囲である。
乾燥方法としては、熱風乾燥機、蒸気乾燥機、赤外線乾燥機及び遠赤外線乾燥機等を用い
ることができる。
【００５０】
この様にして得られる本発明の電子写真感光体は高感度で、残留電位が低く帯電性が高く
、かつ、繰返しによる変動が小さく、特に、画像濃度に影響する帯電安定性が良好である
ことから、高耐久性感光体として用いることができる。又、７５０～８５０ｎｍの領域の
感度が高いことから、特に半導体レーザープリンター用感光体に適している。
【００５１】
（６）積層型感光体
・電荷発生層
上述した▲１▼及び▲２▼の積層型感光層を形成する電荷発生層は、前記の電荷発生物質
が、バインダー樹脂及び必要に応じ他の有機光導電性化合物、色素、電子吸引性化合物等
と共に溶剤に溶解あるいは分散し、こうして得られる塗布液を塗布乾燥して電荷発生層を
得る。
【００５２】
つまり、積層型感光層における電荷発生層は、これらの物質の微粒子を、例えばポリアリ
レート樹脂、ポリビニルアセテート、ポリアリレート、ポリカーボネート、ポリビニルア
セトアセタール、ポリビニルプロピオナール、ポリビニルブチラール、フェノキシ樹脂、
エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、セルロースエステル、セルロースエーテルなどの各種バイ
ンダー樹脂で結着した形の分散層で使用してもよい。更に、バインダー樹脂としては、ス
チレン、酢酸ビニル、塩化ビニル、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステル、ビニル
アルコール、エチルビニルエーテル等のビニル化合物の重合体および共重合体、ポリアミ
ド、けい素樹脂等が挙げられる。この場合の電荷発生材料（電荷発生物質）の使用比率は
バインダー樹脂１００重量部に対して通常２０～２０００重量部、好ましくは３０～５０
０重量部、より好ましくは３３～５００重量部の範囲より使用され、電荷発生層の膜厚は
通常０．０５～５μｍ、好ましくは０．１～２μｍ、より好ましくは０．１５～０．８μ
ｍが好適である。また電荷発生層は必要に応じて塗布性を改善するためのレベリング剤や
酸化防止剤、増感剤等の各種添加剤を含んでいてもよい。更にまた電荷発生層は上記電荷
発生材料の蒸着膜であってもよい。
【００５３】
・電荷輸送層
電荷輸送層に使用される電荷輸送物質としては、前述のスチルベン、アリールアミン、ブ
タジエン骨格から選ばれる少なくとも１種の構造を有する電荷輸送物質以外にも、ヒドラ
ゾン、縮合多環、複素環、エナミン骨格を有する化合物等を併用することができる。
【００５４】
電荷輸送層に使用されるバインダー樹脂としては、上述した、本発明のポリアリレート樹
脂の他に、例えばポリメチルメタクリレート、ポリスチレン、ポリ塩化ビニルなどのビニ
ル重合体、及びその共重合体、ポリカーボネート、ポリアリレート、ポリエステルカーボ
ネート、ポリスルホン、ポリイミド、フェノキシ、エポキシ、シリコーン樹脂などを共用
したり、共重合する事も可能であり、またこれらの部分的架橋硬化物も使用できる。
【００５５】
バインダー樹脂と電荷輸送物質との割合は、バインダー樹脂１００重量部に対して、通常
、３０～９０重量部、好ましくは４０～７０重量部の範囲で使用される。
電荷輸送層の膜厚は、通常、１０～６０μm、好ましくは１０～４５μm、更に好ましくは
２７～４０μｍの厚みで使用されるのがよい。
【００５６】
さらに、電荷輸送層には、必要に応じて酸化防止剤、増感剤等の各種添加剤並びに他の電
荷輸送材料を含んでいてもよい。
またこの他に、塗膜の機械的強度や、耐久性向上のための種々の添加剤を用いることがで
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きる。この様な添加剤としては、周知の可塑剤や、種々の安定剤、流動性付与剤、架橋剤
等が挙げられる。
【００５７】
・感光層の形成方法
電荷発生層と電荷輸送層の二層からなる感光層の場合は、電荷発生層の上に上記塗布液を
塗布するか、上記塗布液を塗布して得られる電荷輸送層の上に電荷発生層を形成させるこ
とにより、製造することができる。
塗布液調製用の溶剤としてはテトラヒドロフラン、１，４－ジオキサン等のエーテル類、
メチルエチルケトン、シクロヘキサノン等のケトン類；トルエン、キシレン等の芳香族炭
化水素；Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、アセトニトリル、Ｎ－メチルピロリドン、ジメ
チルスルホキシド等の非プロトン性極性溶媒；酢酸エチル、蟻酸メチル、メチルセロソル
ブアセテート等のエステル類；ジクロロエタン、クロロホルム等の塩素化炭化水素などの
アミン系化合物を溶解させる溶剤が挙げられる。勿論これらの中からバインダーを溶解す
るものを選択する必要がある。
【００５８】
このようにして形成される感光体にはまた、必要に応じ、バリアー層、接着層、ブロッキ
ング層等の中間層、透明絶縁層、あるいは保護層など、電気特性、機械特性の改良のため
の層を有していてもよいことはいうまでもない。
最表面層としては、従来公知の例えば熱可塑性あるいは熱硬化性ポリマーを主体とするオ
ーバーコート層を設けてもよい。
【００５９】
各層の形成方法としては層に含有させる物質を溶剤に溶解または分散させて得られた塗布
液を順次塗布する等の公知の方法が適用できる。
（７）単層型感光体
上述した▲３▼の分散型感光層の場合、用いられる電荷発生物質の種類は、前記したもの
と同様であるが、その粒子径は充分小さいことが必要であり、好ましくは１μｍ以下、よ
り好ましくは、０．５μｍ以下で使用される。
【００６０】
感光層内に分散される電荷発生物質の量は、例えば０．５～５０重量％の範囲であるが少
なすぎると充分な感度が得られず、多すぎると帯電性の低下、感度の低下などの弊害があ
り、より好ましくは１～２０重量％の範囲で使用される。
単層型の感光層は、常法に従って、上述した電荷輸送物質を上述したバインダー樹脂と共
に適当な溶剤中に溶解し、必要に応じ、適当な電荷発生材料、増感染料、電子吸引性化合
物、他の電荷輸送材料、あるいは、可塑剤、顔料等との周知の添加剤を添加して得られる
塗布液を導電性支持体上に塗布、乾燥し、通常、数μ～数十μ、好ましくは１０～４５μ
ｍ、特に好ましくは２０μｍ以上の膜厚の層を形成させることにより製造することができ
る。
【００６１】
＜電子写真装置＞
本発明の電子写真感光体を使用する複写機・プリンター等の電子写真装置は、少なくとも
帯電、露光、現像、転写の各プロセスを含むが、どのプロセスも通常用いられる方法のい
ずれを用いても良い。帯電方法（帯電器）としては、例えばコロナ放電を利用したコロト
ロンあるいはスコロトロン帯電、導電性ローラーあるいはブラシ、フィルムなどによる接
触帯電などいずれを用いても良い。このうち、コロナ放電を利用した帯電方法では暗部電
位を一定に保つためにスコロトロン帯電が用いられることが多い。現像方法としては、磁
性あるいは非磁性の一成分現像剤、二成分現像剤などを接触あるいは非接触させて現像す
る一般的な方法が用いられる。転写方法としては、コロナ放電によるもの、転写ローラー
あるいは転写ベルトを用いた方法等いずれでもよい。転写は、紙やＯＨＰ用フィルム等に
対して直接行っても良いし、一旦中間転写体（ベルト状あるいはドラム状）に転写したの
ちに、紙やＯＨＰ用フィルム上に転写しても良い。
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【００６２】
通常、転写の後、現像剤を紙などに定着させる定着プロセスが用いられ、定着手段として
は一般的に用いられる熱定着、圧力定着などを用いることができる。これらのプロセスの
ほかに、通常用いられるクリーニング、除電等のプロセスを有しても良い。
【００６３】
【実施例】
以下に本発明の具体的態様を実施例により更に詳細に説明するが、本発明はその要旨を越
えない限り、これらの実施例によって限定されるものではない。
製造例１（ポリアリレートＡの製造）
１Ｌビーカーに水酸化ナトリウム（７．２６ｇ）とＨ2Ｏ（６００ｍｌ）を評取し、窒素
バブリングしながら、攪拌し、溶解させた。そこに、ｐ―tertブチルフェノール（０．３
０３５ｇ）、ベンジルトリエチルアンモニウムクロライド（０．０８９ｇ）及び、ビス（
４－ヒドロキシー３，５－ジメチルフェニル）メタン［テトラメチルビスフェノールＦ］
（１７．８６ｇ）、の順に添加、攪拌した後、このアルカリ水溶液を２Ｌ反応漕に移した
。
【００６４】
別途、テレフタル酸クロライド（１０．１１ｇ）、イソフタル酸クロライド（４．３３ｇ
）をジクロロメタン（３００ｍｌ）に溶解し、滴下ロート内に移した。
重合漕の外温を２０℃に保ち、反応漕内のアルカリ水溶液を攪拌しながら、滴下ロートよ
り、ジクロロメタン溶液を１時間かけて滴下した。さらに、３時間攪拌を続けた後、酢酸
（５ｍｌ）ジクロロメタン（１００ｍｌ）を加え、水（１００ｍｌ）３０分間攪拌した。
その後、攪拌を停止し、有機漕を分離した。この有機漕を０．１Ｎ水酸化ナトリウム水溶
液（６００ｍｌ）にて洗浄を２回行い、次に０．１Ｎ塩酸（６００ｍｌ）にて洗浄を２回
行い、さらにＨ2Ｏ（６００ｍｌ）にて洗浄を２回行った。
【００６５】
洗浄後の有機層をメタノールに注いで得られた沈殿物を濾過にて取り出し、乾燥して目的
のポリアリレートＡを得た。得られたポリアリレートの粘度平均分子量は、３４３００で
あった。
【００６６】
【化１０】

【００６７】
実施例１
電荷発生物質として（２θ±０．２°）９．３°，１３．２°，２６．２°，および２７
．１°にCuKα線によるX線回折ピークを示すオキシチタニウムフタロシアニン　２重量部
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、及び、以下構造を有するアゾ顔料　１重量部を用い、これに
【００６８】
【化１１】

【００６９】
ジメトキシエタン　２０２．５重量部、４－メトキシ４－メチル２－ペンタノン２２．５
重量部を加え、サンドブラインドミルで２時間粉砕し微粒化分散処理を行った。　次にポ
リビニルブチラール（電気化学工業（株）製、商品名「デンカブチラール」＃６０００Ｃ
）０．７５重量部、及び、フェノキシ樹脂（ユニオンカーバイド社製、商品名ＰＫＨＨ）
　０．７５重量部を添加し、さらに１時間分散処理を行い、さらに１５分超音波を施し、
分散液を調整した。　次にこの分散液をポリエステルフィルム上に蒸着したアルミニウム
蒸着面上にバーコーターにより乾燥後の顔料の着量が　　０．２ｇ／ｍ2となるように電
荷発生層を設けた。
【００７０】
この電荷発生層の上に、電荷輸送物質として前記表－１に示される化合物(Ｔ１４)を６０
重量部、および、製造例１で作成したポリアリレートＡ１００重量部をテトラヒドロフラ
ン／トルエン混合溶液　１０００重量部で溶解させた溶液をフィルムアプリケータにより
塗布し、乾燥後の膜厚が２０μmとなるように電荷輸送層を設けた。
【００７１】
得られた感光体を感光体Ａと称する。
なお、感光体の評価は以下のように行った。
［電気特性］
半減露光量はまず、感光体を暗所で５０μＡのコロナ電流により負帯電させ、次いで２０
ルックスの白色光を干渉フィルターに通して得られた７８０ｎｍの光（露光エネルギー１
０μＷ／ｃｍ2 ）で露光し、表面電位が－550Ｖから－275Ｖまで減衰するのに要する露光
量を測定することにより求めた。さらに露光時間を９．９秒とした時の表面電位を残留電
位（Ｖｒ）として測定した。
【００７２】
比較例１
実施例１において電荷発生物質として用いたフタロシアニン及びアゾ顔料の代わりに、（
２θ±０．２°）９．３°，１３．２°，２６．２°，および２７．１°にCuKα線によ
るX線回折ピークを示すオキシチタニウムフタロシアニン　３重量部のみを使用する以外
は実施例１と同様に行い、感光体Ｂを作成した。次いで、実施例１と同様にして、電気特
性を測定した。結果を表－２に記す。
【００７３】
比較例２
実施例１において電荷発生物質として用いたフタロシアニン及びアゾ顔料の代わりに、ア
ゾ顔料　３重量部のみを使用する以外は実施例１と同様に行い、感光体Ｃを作成した。次
いで、実施例１と同様にして、電気特性を測定した。光減衰はほとんど無く、電気特性は
、測定不能であった。
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【００７４】
実施例２
実施例１において電荷輸送物質として用いた化合物（Ｔ－１４）の代わりに、化合物（Ｔ
－８）を用いる以外は、実施例１と同様に行い感光体Ｄを作成した。次いで実施例１と同
様にして電気特性を測定した。結果を表－２に記す。
比較例３
比較例１において電荷輸送物質として用いた化合物（Ｔ－１４）のかわりに、、化合物（
Ｔ－８）を用いる以外は、比較例１と同様に行い感光体Ｅを作成した。次いで実施例１と
同様にして電気特性を測定した。結果を表－２に記す。
【００７５】
比較例４
比較例２において電荷輸送物質として用いた化合物（Ｔ－１４）のかわりに、、化合物（
Ｔ－８）を用いる以外は、比較例２と同様に行い感光体Ｆを作成した。次いで実施例１と
同様にして電気特性を測定した。光減衰はほとんど無く、電気特性は、測定不能であった
。
【００７６】
実施例３
実施例１において用いたフタロシアニンの代わりに、X線回折スペクトルのブラック角（
２θ±０．２°）２７．３°に回折ピークを示すＹ型オキシチタニウムフタロシアニンを
用いる以外は、実施例１と同様に行い感光体Ｇを作成した。次いで実施例１と同様にして
電気特性を測定した。結果を表－２に記す。
【００７７】
比較例５
比較例１において用いたフタロシアニンの代わりに、X線回折スペクトルのブラック角（
２θ±０．２°）２７．３°に回折ピークを示すオキシチタニウムフタロシアニンを用い
る以外は、比較例１と同様に行い感光体Ｈを作成した。次いで実施例１と同様にして電気
特性を測定した。結果を表－２に記す。
【００７８】
実施例４
実施例３において電荷輸送物質として用いた化合物（Ｔ－１４）の代わりに、化合物（Ｔ
－８）を用いる以外は、実施例３と同様に行い感光体Ｉを作成した。次いで実施例１と同
様にして電気特性を測定した。結果を表－２に記す。
比較例６
比較例５において電荷輸送物質として用いた化合物（Ｔ－１４）のかわりに、、化合物（
Ｔ－８）を用いる以外は、比較例５と同様に行い感光体Ｊを作成した。次いで実施例１と
同様にして電気特性を測定した。結果を表－２に記す。
【００７９】
比較例７
実施例３において用いたポリアリレートの代わりに、下記構造を有するポリカーボネート
を使用する以外は、
【００８０】
【化１２】
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【００８１】
実施例３と同様に行い感光体Ｋを作成した。次いで実施例１と同様にして電気特性を測定
した。結果を表－２に記す。
比較例８
比較例５において用いたポリアリレートの代わりに、比較例７で用いたポリカーボネート
を用いる以外は、比較例５と同様に行い感光体Ｌを作成した。次いで実施例１と同様にし
て電気特性を測定した。結果を表－２に記す。
【００８２】
比較例９
比較例１において用いたポリアリレートの代わりに、ポリエステル（東洋紡（株）製、商
品名：バイロン２００）を用いる以外は、比較例１と同様に行い感光体Ｍを作成した。次
いで実施例１と同様にして電気特性を測定した。結果を表－２に記す。
【００８３】
比較例１０
比較例２において用いたポリアリレートの代わりに、ポリエステル（東洋紡（株）製、商
品名：バイロン２００）を用いる以外は、比較例２と同様に行い感光体Ｎを作成した。次
いで実施例１と同様にして電気特性を測定した。結果を表－２に記す。
【００８４】
【表４】

【００８５】
上記の結果から明らかなようにポリアリレートを使用した感光体のうち、２種類以上の電
荷発生物質を混合して用いて作製した本発明による感光体（実施例１，２，３，４）は、
従来の電荷発生物質１種類を用いて作成した比較感光体（比較例１，２，３，４）と比較
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して、電気特性の点において明確な改良効果がある事がわかる。
【００８６】
ポリカーボネートを利用した感光体は、同様に２種類の電荷発生物質を混合させて用いて
も（比較例７）、１種類の電荷輸送物質により作製した感光体（比較例８）と比較して、
初期電気特性において悪化しており、ポリアリレートを使用した感光体（実施例３）と比
較しても電気特性が悪化している。
本実施例で利用したアゾ顔料は、電気特性測定時の露光で利用した７８０ｎｍの光に対し
て感度が無い電荷発生物質であり、（添加によりフタロシアニンの吸収を妨げる事になる
ため）、一般的には、電気特性の悪化が予想されるが、フタロシアニンとの併用で、ポリ
アリレートを電荷輸送層のバインダーとして利用しすることにより、特異的に電気特性を
向上させていることがわかる。
【００８７】
【発明の効果】
本発明の組成により、電荷発生物質としてフタロシアニンを使用する感光体の電気特性を
改善することができる。
つまり、電荷輸送層にポリアリレートを使用した場合、フタロシアニンを含む、２種類以
上の有機顔料を混合させて用いることにより、元来フタロシアニンが有する以上の電気特
性を引き出すことができる。
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